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チャートの説明
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困りごとチャート

困りごとチャートは、現状の課題を
俯瞰的に見るためのチャートであ
る。本チャートでは、すでに明らか
になった現状のさまざまな事実を
示し、それらの解釈としての課題を
明らかにする。また、類似した課題
と課題の関係について、新たな課
題として定義し、課題の構造を階
層的に表現する。
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なぜなぜチャート

困りごとチャートは、課題の関係構
造を明らかにし、問題の根源を理
解するためのチャートである。本
チャートでは、課題から出発し、そ
の原因となる課題を繰り返し明ら
かにすることで本来解決すべき課
題を明らかにする。そこで明らかに
なった課題に対する対策（業務）を
定義する。
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いつどこチャート

いつどこチャートは、問題解決の手
段を掘り下げることで、より現実的
な解決策を見つけるためのチャー
トである。本チャートでは、業務を
実施するために、別の業務の実施
が前提となるような目的と手段の
関係を明らかにし、業務をどのよう
な順序で実施する必要があるかを
示す。
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目標計画チャート

目標計画チャートは、変革と伴う取
り組みにおいて、実現可能なロード
マップを示すためのチャートである。
本チャートでは、目標や課題を、ス
テージごとに分け、段階的に達成
する大きな流れを示す。最終的に
目指す姿と、現状のギャップを段
階的に埋める道筋を明らかにする。
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レイアウトチャート

レイアウトチャートは、分散環境に
ある組織が、相互に連携して業務
を行うためのチャートである。本
チャートでは、異なるエリア間で、
モノ、情報、データが移動する状況
を明らかにする。特に、データがエ
リア間で移動する場合に、コンポー
ネントを介して、その起点と終点を
示す。また、それぞれのエリアに、
モノ、情報などの資産や、役者およ
び業務がどのように配置されてい
るかを示す。
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コンポーネントチャート

コンポーネントチャートは、コンポー
ネントの特徴や内容を外部の視点
でまとめるためのチャートである。
新たなシステムを設計する際に、
内部のロジックやプロセスを確認
することなく、コンポーネントを選定
することを可能とする。本チャート
では、コンポーネントがもつ特徴と
して、内部のロジックを示し、対象
とするデータやモノ、情報を明らか
にする。内部のロジックやプロセス
ではなく、コンポーネント単位でみ
た場合に、どのような課題を解決
するのか、どのような目標を目指し
ているのかを示す。
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ロジックチャート

ロジックチャートは、サーバー空間
上で、データがどのようなロジック
によって生成され処理されるかを
示すためのチャートである。本
チャートでは、サイバー側において、
入力データがロジックの中で、さま
ざまなプロセスを経て処理され、別
のデータとして出力される関係を
示す。入出力デートとは別に、タイ
ミングを規定するための入力イベ
ント、出力イベントも併せて示す。
なお、ロジックに対するプロセスは、
役者に対する活動に相当する。
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プロセスチャート

プロセスチャートは、ロジックの内
部でより詳細に、どような処理が行
われるかを示すためのチャートで
ある。新規のシステム開発では、こ
れが外部仕様となる。本チャートで
は、ロジックを構成するプロセスの
順序関係を示すとともに、プロセス
を構成するプロセス手順を明らか
にする。また、プロセス単位で、
データとの入力、出力関係を定義
する。情報におけるプロセスに相
当する“演算”や、モノ（機械）のプ
ロセスに相当する“機能”と、プロセ
スとの関係を示す。

18



組織連携チャート

組織連携チャートは、意思決定の
主体が異なる複数の組織（ステー
クホルダー）間の関係を示すため
のチャートである。対象とする組織
は、社内の組織、社外の組織があ
る。本チャートでは、組織間での情
報、モノ、指標の移動を示す。お金
の移動は指標として表現する。ここ
で示す組織は、ステークホルダとし
て挙げられる外部の企業を含む。
それぞれの組織において、目標や
役割、そして課題や業務を示す。
なお、ここでは、データの移動は記
述せず、データが示す情報等の内
容に置き換えて示す。
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やりとりチャート

やりとりチャートは、現場における
困りごとの現状や、あるべき姿を、
具体的な役者の活動を通して表現
するためのチャートである。本
チャートでは、特定の場面を想定し、
そこに登場する役者が配置され、
それらの役者の活動の内容が示さ
れる。それぞれの活動は、モノまた
は情報に対する操作となり、モノま
たは情報を介して他の役者とつな
がる様子を示す。
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待ち合せチャート

待ち合せチャートは、やりとり
チャートに登場する役者およびそ
の活動の時間的な流れを示すた
めのチャートである。本チャートで
は、役者が活動を通してなんらか
の状態に到達する過程で、他の役
者やモノ（機械）、あるいはデータと、
どう係るかを時間の経過にした
がって示す。他の役者やモノ、デー
タとの連携では、モノや情報を提供
または利用するかを示す。
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状態遷移チャート

状態遷移チャートでは、状態をより
明示的に定義し、状態間の遷移の
しくみを確認し共有するための
チャートである。ここで定義する状
態は、やりとりチャート、待ち合せ
チャート、ロジックチャート、そして
プロセスチャートの状態に対応す
る。本チャートでは、状態をモノ項
目、情報項目、そしてデータ項目
の値によって明確に定義する。ま
た、ひとつの状態と、別の状態の
間で遷移が起こる場合に、そのトリ
ガとなるイベントと、遷移のための
プロセスを示す。
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見える化チャート

見える化チャートは、情報とそれを
構成する情報項目を示すことで、
その構造を明らかにする。情報を
構成する情報項目を列挙し、それ
によって、その情報が表現する内
容を示す。レイアウト等の位置情
報は、ここでは詳細に表現できな
い。情報の内部に情報が存在する
ような階層構造の場合は、構造化
して表現する。たとえば、伝票に対
する明細のように、親子関係があ
る情報は、子を親の内部に配置す
る。また、対象とする情報がどのよ
うな課題を解決するためのもので、
誰がどのような活動の中で利用す
るのかも併せて明らかにする。
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モノコトチャート

モノコトチャートは、モノの構造と機
能を、必要最低限のレベルで明ら
かにし、その内容を共有するため
のチャートである。実際のモノの物
理的な形状と一致させる必要はな
い。本チャートでは、モノとそれを
構成するモノ項目を示すことで、そ
の構造を明らかにする。モノは、主
体的に動作する場合に、機械とし
て振る舞う。モノ（機械）の内部に
モノ（モジュール）が存在するような
階層構造の場合は、構造化して表
現する。
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割り振りチャート

割り振りチャートは、これまで役者
の活動のなかで行ってきたことを、
サイバー側のロジックに置き換え
るために、対応関係を検討するた
めのチャートである。本チャートで
は、業務の一部として役者が行う
活動の詳細な手順を示し、それら
をモノや情報、そしてロジックに対
応付ける。
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データ構成チャート

データ構成チャートは、データ構造
や、データ間の関係を定義し、シス
テム開発における外部仕様として
位置付けるためのチャートである。
本チャートでは、データが表現する
内容を、データ項目によって示す。
構造化されたデータの場合は、
データとデータの関係を、接続に
よって示す。データの取得、参照、
修正、削除などに関するプロセス
を必要に応じて定義する。また、
データを構成するデータ項目と、情
報項目やモノ項目との対応関係を
示す。
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チャートの作成手順
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困りごとチャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目 ①観測されたさまざま
な事実を列挙する。

②事実に対応する課題
や困りごとを設定する。

③親和性の高い課題を
より一般化した表記で
まとめて整理する。

④課題の先にあ
る目標を必要に
応じて記述する。
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困りごとチャート

⑦複数の課題にまたが
る特徴や特記すべき内
容を記述する。

⑥誰にとっての課題か
を示すための主体とな
る役者を設定する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

⑤課題をグルー
プ化する指標を
設定する。
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なぜなぜチャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

②原因から結果へ矢印
でつなぐ。

③根本的な課題に対す
る対策を設定する。

④最終的にどうなって
欲しいのかを記述する。

①課題に対して、その
原因となる課題をさら
に定義する
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なぜなぜチャート

⑤課題を裏付ける事実
や現状を設定する。

⑧複数の課題にまたが
る特徴や特記すべき内
容を記述する。

⑥誰にとっての課題か
を示すための主体とな
る役者を設定する。

⑦課題をグループ化す
るための共通な指標を
設定する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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いつどこチャート

②課題を解決するため
に必要な業務を設定す
る。

①解決すべき課題を新
規に設定または取得す
る。

③業務を達成するため
にさらに別の業務が必
要な場合は設定する。

④手段となる業務間を
矢印でつなぐ

⑤業務を担当する組織
を指定し、対象となる業
務を囲む

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

⑥業務の到達目標また
は課題の解決した結果
を設定する。
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いつどこチャート

⑦組織の構成員として、
業務を実施する担当者
を設定する。

⑥業務を行う前提とな
る現状を構成する事実
を記述する。

⑩複数の業務にまたが
る特徴や特記すべき内
容を記述する。

⑧目標を達成するため
の指標を定義し、該当
する業務に設定する。

⑨必要に応じて業務を
実施するエリアを定義
し囲む

事実

課題

業務

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

目標

エリア
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目標計画チャート

①現状から最終ゴール
までをステージとして分
解して定義する。

②ステージにごとに設
定された目標を記述す
る。

④移行対応した矢印を
設定する。

③ステージにおいて解
決すべき課題とそのた
めの業務を設定する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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目標計画チャート

⑦ステージを特徴づけ
る指標を定義する。

⑧ステージにおける指
標の値を事実として定
義する。範囲指定可能

⑤ステージ間の移行の
条件となる状態を設定
する。

⑥ステージごとに関与
する役者を設定する。

事実

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報

データ

手順

項目

課題

業務

目標

状態
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組織連携チャート

事実

課題

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

①企業の内部、外部で
ステークホルダーとな
る組織を設定する。

②組織の役割を課題と
業務によって記述する

③組織間で移動するモ
ノ、情報、価値（指標）
に対応した矢印を設定

④実際に移動するモノ、
情報、指標（価値）を矢
印の横に設定。

業務
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組織連携チャート

事実

課題

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

⑦組織の構成員として
の役者で業務の担当
者を設定する。

⑥組織間の関係におけ
るそれぞれの目標、ミッ
ションを設定する。

⑤組織間で移動するも
のを設定する。お金は
指標として定義する。

業務
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やりとりチャート

②役者がモノや情報に
対して行う活動を定義
する。

①それぞれの現場で登
場する役者を一般名詞
で設定する。

③活動の対象となる情
報を定義する。音声や
合図なども含む。

④活動の対象となるモ
ノを定義する。有形なも
のはすべてモノとなる。

⑤活動によって関係づ
けられるモノや情報を
矢印でむすぶ

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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やりとりチャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

⑧役者間のやりとりに
よって解決すべき課題
を記述する。

⑨想定している情況が
どのような状態である
かを記述する

⑥モノが機械として主
体的に動作する場合の
機能を記述する

⑦モノや情報がデータ
に対応づけられている
場合に設定する。
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見える化チャート

①対象となる情報を設
定する。

④情報に対応するデー
タを指定する。

②情報を構成する項目
を列挙する。情報の矩
形の内部に配置する。

③項目内容が動的に
変化する場合はプロセ
スを設定する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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見える化チャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目 ⑥情報を提供あるいは
利用する役者とその活
動を記述する

⑦情報項目にはない指
標とそれに関連する状
態を設定する。

⑤イベント対応した情
報の場合は設定する。

⑤情報によって解決す
べき課題を設定する。
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モノコトチャート

①対象となるモノを設
定する。

④モノに対応するデー
タを指定する。

②モノを構成する項目
を列挙する。情報の矩
形の内部に配置する。

③項目内容が動的に
変化する場合は機能
（プロセス）を設定する。

⑤特定の指標に対応し
てモノが取りえる状態
を列挙する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報

データ

手順

項目

指標

状態
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モノコトチャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
⑧モノによって発生す
るイベントや影響を受
けるイベントを設定する

⑦モノによって解決す
べき課題を設定する

⑥モノを利用する役者
とその活動を記述する
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待ち合せチャート

①役者をチャートの上
部に列の形式で配置す
る。

③主体的に動作するモ
ノを機械として設定する

②役者が活動を行った
結果としての状態を記
述する。

④役者や機械が利用
するデータを設定する。

⑤役者には活動、機械
には機能、データにプ
ロセスを設定する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

44



待ち合せチャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

⑥役者が活動によって
取得または提供する情
報を設定する。

⑦役者が他の役者や
機械から取得または提
供するモノを設定する。

⑧他のプロセスや機械
などのトリガとなるイベ
ントを設定する。
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状態遷移チャート

①着目する状態を具体
的に記述する。

③状態を遷移させるプ
ロセスを設定する。

②状態を遷移するイベ
ントを設定する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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状態遷移チャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

④状態遷移を行う業務、
あるいは関心のある業
務を設定する。

⑤状態を定義するため
に必要な項目およびそ
の上位要素を設定する。

⑥状態を定義する項目
を設定し、矢印で関係
づける
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コンポーネントチャート

①対象とするコンポー
ネントを定義する

③コンポーネントの特
徴としてロジックを列挙
する。

④コンポーネントが提
供または利用するデー
タを設定する。

②コンポーネントが目
標としている内容を記
述する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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コンポーネントチャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

⑤コンポーネントの対
象ユーザを役者として
設定する。

⑥コンポーネントが解
決するユーザの課題を
設定する。

⑦提供する情報（帳票）
や画面などを示す。

⑧必要なハードウェア
構成を示す
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レイアウトチャート

⑤エリアに配置された
モノを設定する

①物理的に離れた場所
をエリアとして定義する。

③エリア間で共有する
データを設定し、矢印
で結ぶ

②コンポーネントをエリ
アに配置する

④エリア内に存在する
情報を設定する

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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レイアウトチャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

⑥エリア間で連携する
際の課題を設定する

⑦エリアとごの業務お
よび業務の担当者の配
置を設定する

⑧このレイアウトによっ
て達成すべき目標を設
定する
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割り振りチャート

①対象とする業務およ
び役者を設定する

②システムの対象とな
る活動を設定する。

③活動を置き換えるこ
とができる機械を設定
する。

④活動を置き換えるこ
とができる情報を設定
する。

⑤活動に対応するロ
ジックを定義する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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割り振りチャート

①対象とする業務およ
び役者を設定する

⑥活動を詳細な手順に
落とし列挙する。

⑦活動手順を置き換え
る機能を設定し矢印で
つなげる。

⑦活動手順に対応する
演算を情報に設定し矢
印でつなげる。

⑧活動手順に相当する
ロジックのプロセスを設
定し矢印でつなげる。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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データ構成チャート

①関係するデータを１
つまたは複数設定する。

③データの値を取得す
るための手順等がある
場合は設定する。

④複数のデータ間で関
係づけられている場合
は接続方法を設定する。

②データの属性に対応
する項目を定義し矩形
に配置する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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データ構成チャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
⑥データ項目と情報や
モノ項目との対応関係
を矢印で示す。

⑧データの管理上のス
テータスや非機能的な
状態など

⑤データ項目に対応す
るモノおよび情報とそ
の項目を設定する。

⑦データ項目とは別の
管理指標や統合的な
計算値等を設定する
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ロジックチャート

①対象となるロジックを
設定する。

③ロジックに対して入
力または出力となる
データを設定する。 ②ロジックに所属する

プロセスを設定する。

④ロジックとデータの関
係を矢印で示す。

⑤ロジックを起動するト
リガ、またはロジックに
よるイベントを定義する。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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ロジックチャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

⑥データが情報に対応
している場合は情報を
設定する。

⑦ロジックがモノの上で
実行されている場合は、
モノを設定する。

⑧ロジックのによって
データがどのような状
態になるかを記述する。
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プロセスチャート

③開始および終了に対
応するイベントを設定
する。

⑤プロセスの内容をさ
らにプロセス手順として
詳細化する。

①ロジックを構成する
プロセスを設定する。

②プロセス間を実行順
に従って矢印でつなげ
る。

④プロセスの入力また
は出力となるデータを
設定し矢印でつなげる。

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目
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プロセスチャート

事実

課題

業務

目標

エリア

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ロジック

プロセス

ステージ

指標

組織

イベント

役者

活動

モノ

情報 状態

データ

手順

項目

⑦ロジック以外のモノ
や情報を定義しプロセ
スを配置する。

⑥ロジックの範囲を設
定し、プロセスを対応づ
ける。

⑨対応するデータ項目
が明らかな場合は設定
する。

⑧プロセスの実行で最
終的にどのような状態
になるかを記述する
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